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≧冬の事故を防ごう!!
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★積雪時の事故予防対策☆
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冬は長湯をしがちになりますが、入浴中は一人でいることが多いため、浴槽で溺
れると発見が運れ、重症化しやすい傾向にあります。
特に65歳以上の高齢者や心臓に持病がある方などは、浴室と浴槽の温度差に
よる血圧の急激な変化が溺水の危険因子となることも危惧されています。
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●インフルエンザにかからないために

●
を減らし、発症しても重い症状になるのを防議 す)
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手首を15か以上が
'I、「 石けんを泡立てながら、手のひら、手の甲1指の町:親指のまわり、指先と「

けて洗いましょう。手で水洗いができない場所では、アルコールを含んだ手指消毒薬を使用するの

も有効です。
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発症を防ざます丼i、 ||     つ` `
● 室内の湿度を50%～ 60%に保ちましょう !          ド く

つことで、インフ

″例年、空気が乾爆す
る12月から3月にかけてインフルエンザが流行します～

特に65歳以上の方は、重症になる可能性が高くなり、呼吸器や心臓などに持病のある方は、
肺炎を引き起こし死に至ることも珍しくありません。家族や周りにいる方は、対応が遅れないよ
う、普段から細かい観察を行い、小さな変化に気付けるようにしておくことが大切です。

～平成20年 1月 20日 Iオ第00回文化財隋火テーです

金沢区には称名寺を含む16の寺院等に文化財が収蔵されています。貴重な文化遺産
を後世に伝えるため、金沢消防署・消防団では地域と連携して消防訓練等を行います。

☆金:R区で行われる主参消防Elll練 (予定)☆

●日時:平成26年 1月 25日 (土 )10:00～
場所:称名寺 (金沢区金沢町212-1)

●日時:平成26年 1月 26日 (日 )10:00～
場所 :1日伊藤博文金沢別邸 (金沢区野島町24)

※荒天等によりヽ 中止になることがあります。
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